
『
疏
導
要
書
』
に
み
る
佐
賀
藩
の
治
水
と
利
水

野

晴

雄

間

は
じ
め
に

『疏導要書』にみる佐賀藩の治水と利水

自
ら
の
実
態
調
査
を
基
礎
と
し
た
、

天
保
五
年
(
一
八
三
四
〉
、
佐
賀
藩
土
南
部
長
恒
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
疏
導
要
書
』
は
、

近
世

期
で
は
類
書
の
少
な
い
河
川
水
利
誌
の
白
眉
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
地
方
役
人
の
行
政
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
広
く
流
布
し
た
一
連
の
地
方

書ハ
1
〉
に
お
け
る
普
請
技
術
中
心
の
記
載
と
は
、
明
ら
か
に
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
小
稿
で
私
が
目
的
と
し
た
こ
と
は
、
こ
の
稀
有
の
水
利
誌
を
諸
河
川
に
お
け
る
単
な
る
史
実
の
列
挙
や
追
証
と
し
て
断
片
的
に
利

用
す
る
の
で
は
な
く
、
か
か
る
八
特
殊
な
地
誌
〉
の
全
体
と
そ
の
基
底
に
潜
む
構
造
を
求
め
る
こ
と
に
あ
る
ハ

2
)
O

従
来
、
本
書
が
肥
前
地
方
史
研
究
の
史
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
佐
賀
藩
の
近
世
初
期
の
治
水
貢
献
者
と

な
か
ば
伝
説
的
に
語
ら
れ
る
成
富
兵
庫
の
功
績
の
紹
介
と
し
て
で
あ
っ
た

2
v

し
て
、

い
わ
ば
郷
土
の
英
雄
伝
説
の
補
強
と
し
て
、
後

代
の
文
献
で
あ
る
『
疏
導
要
書
』
が
あ
た
か
も
同
時
代
史
料
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
傾
向

55 

は
、
長
恒
自
身
が
本
書
の
自
序
で
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我
国
水
利
ヲ
極
メ
土
地
ヲ
発
キ
シ
ハ
成
宮
茂
安
功
ニ
シ
テ
其
沢
最
大
ナ
ル
ハ
世
以
テ
知
レ
ル
所
ナ
レ
ハ
何
レ
ノ
家
ニ
カ
其
筆
跡
モ
プ
ラ
ン
ト
普
グ
是
ヲ

求
ル
事
数
年
ナ
リ
ト
錐
モ
証
ト
ス
ヘ
キ
物
縫
-
二
一
一
ニ
ジ
テ
悉
ク
其
事
跡
ヲ
知
ル
コ
ト
ア
タ
ハ
ス
是
カ
為
-
一
徒
-
一
月
日
ヲ
送
一
ブ

γ
モ
本
意
ナ
キ
コ
ト
ナ

レ
ハ
国
ノ
隅
隅
山
川
ノ
形
勢
ヲ
見
巡
リ
村
老
野
人
ノ
一
去
伝
ル
事
ヲ
モ
拾
ヒ
集
メ
其
趣
意
ヲ
勘
考
シ
古
へ
ニ
復
シ
テ
耕
作
ノ
助
ト
セ
ン
コ
ト
ヲ
専
心
-
一
掛

遠
近
ト
俳
個
終
日
一
此
書
ニ
及
フ

と
明
言
す
る
よ
う
に
、
執
筆
の
直
接
の
動
機
が
成
富
兵
庫
の
事
蹟
の
収
集
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
故
な
き
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
詳
細
は
次
章
で
指
摘
す
る
が
、
佐
賀
藩
内
の
河
川
を
、
成
富
兵
庫
の
事
跡
で
あ
る
と
い
う
伝
承
が
残
っ
て
い
な
い
も

の
ま
で
含
め
て
、
小
に
い
た
る
ま
で
か
な
り
網
羅
的
に
と
り
あ
げ
て
記
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
長
恒
の
目
的
は
兵
庫

礼
讃
だ
け
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
今
一
度
、
『
疏
導
要
書
』
が
執
筆
さ
れ
た
時
代
背
景
と
と
も
に
、

長
恒
の
八
知
識
の
体
系

V
と
し
て

再
考
し
て
み
る
こ
と
は
、
意
義
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

『
疏
導
要
書
』
の
構
成
と
時
代
背
景

(

一

)

南
部
長
恒
に
つ
い
て

『
疏
導
要
書
』
の
著
者
で
あ
る
南
部
長
恒
三
七
九
一

l
一
八
五
九
〉
は
、

ま
た
の
名
を
南
部
大
七
と
い
い
、

佐
賀
鍋
島
藩
の
上
級
藩
士

で
あ
っ
た
。
古
賀
定
枯
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
く
し
て
南
部
家
の
養
子
と
な
る
。
佐
賀
藩
の
藩
校
で
あ
る
弘
道
館
の
出
身
で
あ
り
、

文
化
九
年
〈
一
八
二
六
)
に
初
め
て
仕
官
す
る
。
天
保
三
年
(
一
八
三
二
〉
に
山
方
役
人
と
な
っ
て
、
勧
農
・
民
政
に
力
を
注
ぎ
、
諌
早

代
官
と
な
っ
て
は
、
領
内
の
農
地
・
水
利
の
開
発
を
行
な
い
功
績
を
あ
げ
た
。

の
ち
、

有
国
皿
山
代
官
と
な
っ
て
陶
業
の
振
興
に
も
尽

く
し
た
と
い
う

7
v
こ
の
略
歴
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

長
巨
は
農
政
の
実
務
に
長
年
携
わ
っ
て
き
た
役
人
で
あ
り
、

そ
の
方
面
の
藩

内
の
情
報
収
集
に
は
か
な
り
有
利
な
立
場
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
『
疏
導
要
書
』
は
彼
が
山
方
役
人
で
あ
っ
た
時
代
に
、

第
一

O
代
藩



主
鍋
島
直
正
に
献
策
し
た
報
告
書
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、
諌
早
代
官
時
代
に
は
『
郷
鏡
』
と
い
う
一
種
の
農
章
一
回
を
著
し
た
と
い
わ
れ
る
が

(
5
〉
、
こ
の
書
物
に
は
署
名
が
な
く
、
長
恒
を
筆
者
と
す
る
の
を
疑
問
視
す
る
説
も
あ
る
(
6
u
o

と
こ
ろ
で
、
長
恒
が
活
躍
し
た
天
保
年
聞
は
、
佐
賀
藩
の
中
興
と
い
っ
て
よ
い
諸
改
革
が
直
正
の
手
に
よ
っ
て
次
々
と
断
行
さ
れ
た
時

代
で
あ
る
。
長
崎
の
海
防
、
殖
産
輿
業
、
財
政
改
革
、
農
地
改
革
(
加
地
子
猶
予
、

均
田
制
度
)
、

弘
道
館
の
充
実
を
は
じ
め
と
す
る
文

教
刷
新
政
策
な
ど
が
行
わ
れ
て
、
前
代
ま
で
の
失
政
に
よ
る
財
政
破
綻
を
か
な
り
の
程
度
ま
で
回
復
し
、
幕
末
維
新
の
新
勢
力
と
な
る
下

地
を
作
っ
た
時
期
と
い
え
よ
う
。
『
疏
導
要
書
』
も
こ
の
よ
う
な
天
保
期
の
藩
政
改
革
の
基
礎
的
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
た
こ
と
は
、

本日
"よA、

像
に
難
く
な
い
。

『疏導要書』にみる佐賀藩の治水と利水

(

一

一

)

『
疏
導
要
書
』
の
構
成

『
疏
導
要
書
』
の
原
本
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
在
写
本
と
し
て
佐
賀
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
は
、
和
騒
の
二
冊
本
二
種
、

佐
賀
弘
道
館
記
念
会
の
原
稿
用
紙
に
書
か
れ
た
手
稿
、
ガ
リ
版
刷
り
の
一
冊
本
の
四
種
で
あ
る
。
和
綴
の
写
本
は
い
づ
れ
も
鍋
島
文
庫
か

ら
移
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
和
綴
本
の
二
種
は
一
方
が
他
方
の
写
本
と
い
う
関
係
に
な
っ
て
お
り
、
と
も
に
明
治
二
三
年
〈
一
八
九

O
)

の
校
註
が
余
白
に
記
さ
れ
て
い
る
。
手
稿
本
は
こ
れ
を
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
和
続
本
に
な
い
「
後
集
」
が
存
在
す
る
。
『
疏
導

以
下
の
引
用
な
ど
は
和
綴

要
童
日
』
は
も
と
四
冊
と
も
い
わ
れ
る
が
ハ
7
〉、

現
存
す
る
の
は
管
見
の
限
り
上
下
巻
と
後
集
の
三
冊
で
あ
る
。

本
を
基
本
と
し
、
後
集
に
関
し
て
は
手
稿
本
に
拠
っ
た
。

上
巻
の
目
次
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
序
文
は
弘
道
館
教
授
で
当
代
き
つ
て
の
知
識
人
で
あ
り
、
鍋
島
直
正
の
教
育
係
で
も
あ
っ

た
古
賀
穀
堂
〈
8
〉
が
書
い
て
お
り
、
そ
の
あ
と
に
自
序
が
続
く
。

本
文
は
千
年
川
(
筑
後
川
の
別
称
〉
か
ら
始
ま
り
、

佐
賀
藩
領
内
の
河
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川
や
た
め
池
な
ど
を
ほ
ぼ
東
か
ら
西
へ
記
述
し
て
い
る
。
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その他の主要郎市

ーーー一喝 V疏導要書，1:立立1された

河川

ーーー・・・その他のi'JJlI

• 
ー - 一 一 一 部 領 界

喧司自ド』‘.allらかに人工的な:可111でl
『疏導嬰:ヰ』に立tijされ

たもの

---干拓提防で T疏導要書・

に立耳目されたもの

①~⑮『疏導要書』に立草iされた
河川、ため池等(下表参照)

但し(⑬~⑩は長崎半島の小河川で

本図では省略

図 1W疏導要書』に立項された河川・ため池

『疏導要書』に立項されていた河)11・ため池の地名一覧 (( ))内は現在の呼称

1.千年川《筑後川)) 2. JII副大託間 3.磁木川 4.郡木川西ノ入口川 5.朝日山川 6.安良川 7.村田川 8.立洗川 9.綾部

JII 10.九町分川 11.市武江筋 12.勘太郎江 13.直代江 14.西島川 15. 回出川116.水馬場JII 17.神納川 18.城原
川 19.蛇取JfI((中地江JlIJ) 20.焼原川 21. 日ノ尺堤 22.薬師丸JfI((巨勢JlIJ) 23.黒川筋 24.市ノ江川筋 25.小寺川筋 i

26.三溝川 27. JII上JII((嘉瀬JIIJ) 28.多布施JII 29.芦刈水道 30.祇園JfI 31.水上川 32.晴気川 33.加須川 34.本山
川135.中川 36.多久川 37.永嶋JII((塩見JIIJ) 38.高橋川 39.桃野川 40.六仙寺川 41.有田川 42.塩田川 43.永池
堤(I) 44.福原寺堤 45.原田ノ堤 46.舟野ノ堤 47.竜王堤 48.永池堤(JI) 49.大野土井石垣 50.七滞郷キ 51.鹿島川
52.中JII(鹿島支藩) 53. 山浦川 54.浜川 55.多良川 56.糸岐川 57.湯江川 58.小江川 59.深海川 60.大田尾川
61.西永田川 62.八良川 63.諌早川 64.戸石川 65. 団結川 66.有喜川 67.矢上)11 68.加納川 69.江川 70.為石
川 71.玖摩JII((球磨JIIJ) 72.美登利JII((緑JlIl) 73. 白河《白川)) 74.高瀬JII((菊池JIIl) 75.千年JII(久留米藩領)((筑後JIIl) 76.加
茂川 77.淀川 78.大和川 79.摂列υ内天井川村 80.築烏 81.高砂JII((加古川)) 82.市川 83. 有年JII((千種JlIl) 84.朝
日JII((旭川1)) 85.吉井川

*西葉浦，西塩屋浦，宮田尾浦，嘉瀬浦，東塩屋浦・小宮田尾，音成浦，竜宿浦
**右衛門}II，武庫JIl，校JIl，津戸JII，宿}II，打出)11，芦屋川，住吉JIf，石屋川1，大石JII，生田川

以
内
「
長
け
刊
特
訓
埠

'
Q
機
'
W桝

M
U品
川
，
吟
ば
『
仰
臥
冊
明
記
也
』

0> 
tn 
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下
巻
も
同
じ
形
式
で
、
有
田
川
か
ら
為
石
川
ま
で
ほ
ぼ
北
か
ら
南
へ
順
に
記
載
し
て
い
る
。
そ
の
後
に
は
、
肥
後
国
の
四
大
河
川
(
菊

池
川
・
緑
川
・
白
川
・
球
磨
川
〉
と
そ
の
開
発
に
関
わ
っ
た
加
藤
清
正
の
事
蹟
を
と
り
あ
げ
、

さ
ら
に
久
留
米
審
の
範
囲
の
筑
後
川
と
そ

の
主
要
水
路
で
あ
る
床
島
水
道
、
な
ら
び
に
そ
の
開
発
に
功
績
の
あ
っ
た
草
野
又
六
の
こ
と
を
述
べ
る
。
下
巻
の
特
徴
は
こ
れ
ら
の
河
川

調
査
報
告
に
加
え
て
、
潮
土
井
と
よ
ば
れ
る
海
面
干
拓
の
潮
除
け
堤
防
の
普
請
技
術
と
測
量
技
術
な
ど
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。

後
集
は
京
都
の
加
茂
川
や
、
淀
川
、
大
和
川
、
さ
ら
に
は
摂
津
・
播
磨
・
備
前
の
瀬
戸
内
海
に
そ
そ
ぐ
主
要
河
川
の
記
載
に
加
え
、

L 、

く
つ
か
の
地
方
書
等
を
参
照
し
な
が
ら
、
常
に
佐
賀
藩
の
河
川
と
対
照
し
つ
つ
筆
者
独
自
の
治
水
一
般
論
を
展
開
し
て
い
る
。

図
ー
に
長
恒
が
と
り
あ
げ
た
河
川
・
た
め
池
な
ど
の
一
覧
と
そ
の
位
置
を
示
し
て
お
い
た
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
以
下
の
記

述
の
算
用
数
字
は
、
図
1
の
番
号
と
対
応
す
る
。
図
中
に
番
号
の
記
載
が
な
い
破
線
の
河
川
は
、
『
疏
導
要
書
』
に
は
立
項
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
当
時
か
ら
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
主
要
な
も
の
を
記
入
し
て
お
い
た
(
割
図
内
は
省
略
)
。

ま
た
海
岸
線
は
干
拓
に
よ
る
変
化
が

激
し
い
た
め
、
幕
末
期
の
も
の
を
示
し
て
あ
る
ハ
旦
。

こ
の
図
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
次
の
四
点
で
あ
ろ
う
。

(
一
〉
佐
賀
藩
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
主
要
河
川
・
た
め
池
を
網
羅
し
て
い
る
こ
と
。
し
か
し
、
同
じ
肥
前
国
で
も
唐
津
藩
や
天
領
の
河
川

は
含
ま
れ
な
い
。
唐
津
湾
に
注
ぐ
松
浦
川
は
唐
津
領
の
川
と
認
識
さ
れ
て
お
り
記
載
が
な
い
の
に
、
そ
の
上
流
の
桃
野
木
川
(
却
〉
は
佐
賀

藩
に
属
し
て
い
る
た
め
、
記
載
が
み
ら
れ
る
な
ど
は
そ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。
佐
賀
藩
の
行
政
区
画
は
、
戦
国
時
代
以
前
の
土
着
的
領
主
の

近
世
へ
の
継
承
を
反
映
し
て
、
鍋
島
本
藩
の
ほ
か
に
小
城
・
蓮
池
・
鹿
島
の
三
支
藩
と
多
久
・
諌
早
・
須
古
・
久
保
田
な
ど
の
十
一
家
の

大
配
分
と
称
す
る
大
知
行
主
の
合
邦
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
が
、
対
象
河
川
は
こ
の
区
分
に
は
か
か
わ
り
な
く
全
域
に
分
布
を
み
る
。

合
一
)
数
は
少
な
い
が
、
佐
賀
藩
内
の
河
川
で
立
項
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
比
較
的
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、

八
回
江
、
福
所
江
、
新



川
、
佐
賀
江
、
牛
津
川
、
六
角
川
な
ど
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
佐
賀
平
野
を
流
れ
て
有
明
海
に
注
ぎ
、
語
尾
に
江
と
い
う
名
称
が
付
く
の
が

aA吋

V
』

そ
れ
は
佐
賀
平
野
で
は
江
湖
と
よ
ば
れ
る
感
潮
河
川
で
(
新
川
は
除
く
)
、

多
い
。

そ
の
水
源
は
明
瞭
で
は
な
く
、
平
野
を
縦
横
に
走
る

ク
リ
ー
ク
(
現
地
で
は
掘
と
よ
ば
れ
る
)
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
色
で
あ
る
。
ま
た
牛
津
川
、
六
角
川
は
そ
れ
ぞ
れ
の
上

流
部
は
独
立
に
立
項
さ
れ
て
お
り
な
が
ら
〈
沼
・
白
・
お
・
お
・
幻
・
認
可
川
幅
も
広
い
下
流
が
む
し
ろ
立
項
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

は
、
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
こ
の
部
分
は
や
は
り
江
湖
と
し
て
の
機
能
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
合
理
的
な
解
釈

が
つ
く
。
す
な
わ
ち
、
『
疏
導
要
書
』
に
は
、
江
(
江
湖
)
は
独
自
の
項
目
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

例
外
的
に
「
江
」
の
つ
く
項
目
と
し
て
は
市
武
江
筋
(
ロ
)
、
直
代
江
〈
臼
〉
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
「
川
」
と
い
う
名
称
で
も
佐
賀
江
に
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落
ち
る
蛇
取
川
(
国
)
、
焼
原
川
(
却
)
、
薬
師
丸
川
(
辺
〉
な
ど
は
感
潮
河
川
で
あ
り
、
江
湖
的
性
格
を
有
し
て
い
る
。

会
一
)
川
の
場
合
は
別
称
・
幅
・
水
深
、

た
め
池
の
場
合
は
規
模
が
ど
の
場
合
に
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
あ
と
の
記
述
は
と
り
あ
げ

る
河
川
・
た
め
池
に
よ
っ
て
内
容
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
長
短
の
差
も
著
し
い
。
そ
れ
は
長
恒
の
調
査
密
度
の
差
で
あ
る
と
と
も

に
、
重
要
度
の
認
識
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ち
な
み
に
最
も
長
い
記
述
は
千
年
川
〈
1
〉
で
あ
り
、
川
上
川
(
幻
)
、
多
布

施
川
(
認
可
多
久
川
(
部
)
、
永
嶋
川
(
幻
)
、
高
橋
川
(
部
〉
な
ど
も
挿
図
を
含
み
、
成
富
時
代
の
状
況
と
現
在
(
天
保
年
間
〉
の
比
較
が
み

か
な
り
本
格
的
な
記
述
が
あ
る
。

か
ら
み
が
た

(
四
〉
有
明
海
の
干
拓
は
揚
方
を
藩
が
独
自
に
天
明
三
年
(
一
七
八
三
)
に
設
け
る
な
ど
力
を
傾
注
し
た
事
業
と
思
わ
れ
る
が
、
『
疏
導

ら
れ
る
な
ど
、

要
書
』
で
は
わ
ず
か
に
大
託
間
(
2
)
と
大
野
土
居
石
垣
(
必
)
を
と
り
あ
げ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
な
お
、
下
巻
の
後
半
で
は
「
石
普
請
」

と
し
て
、
技
術
・
工
法
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
は
多
く
地
方
書
に
み
ら
れ
る
も
の
と
大
同
小
異
で
あ
る
。
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筑
後
川
・
嘉
瀬
川
の
治
水
と
利
水

こ
の
章
で
は
、
『
疏
導
要
書
』
の
原
文
を
引
用
し
な
が
ら
、
藩
内
の
二
大
河
川
と
い
え
る
r

筑
後
川
と
嘉
瀬
川
に
つ
い
て
、

長
恒
の
認
識

ず
る
治
水
利
水
観
の
特
色
や
問
題
点
を
検
討
す
る
。

/白、

'-' 

筑
後
川
の
内
水
型
氾
濫

筑
後
川
は
下
流
部
で
筑
後
と
肥
前
の
国
境
を
流
れ
、
左
岸
側
は
柳
河
藩
・
久
留
米
藩
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
利
害
が
相
対
立
す
る
こ
と

が
多
い
。
ま
た
同
じ
肥
前
国
で
は
あ
っ
て
も
、
鳥
栖
・
田
代
周
辺
は
対
馬
藩
領
で
あ
り
、
筑
後
川
に
流
入
す
る
轟
木
川
(
3
)
と
い
う
小
河

川
で
画
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

従
来
か
ら
佐
賀
東
部
の
三
根
・
養
父
の
二
郡
の
筑
後
川
沿
岸
は
水
損
の
地
で
あ
り
、
今
で
も
避
難
用
の
舟
や
地
盛
し
た
家
屋
が
多
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
水
害
の
性
格
は
、

皆
々
大
河
ノ
水
嵩
少
キ
時
ハ
右
ノ
川
々
〔
筆
者
注
:
多
布
施
川
以
東
で
佐
賀
藩
領
内
を
通
っ
て
筑
後
川
に
流
入
す
る
諸
河
川
〕
速
-
一
引
落
ス
コ
ト
ナ

レ
ト
モ
降
雨
数
日
ニ
及
フ
時
ハ
御
領
内
ノ
川
々
ヨ
リ
落
下
ル
水
ト
大
河
ノ
水
ト
又
南
海
ヨ
リ
満
上
ル
潮
ト
ニ
支
へ
佐
嘉
江
ヨ
リ
一
一
一
根
養
父
神
崎
道
下
ノ

所
扱
又
久
留
米
国
代
ノ
村
々
人
家
軒
ヲ
ヒ
タ
シ
数
里
ノ
間
一
面
-
一
大
海
ノ
如
グ
ニ
テ
作
民
ノ
困
窮
揚
テ
算
ヘ
カ
タ
キ
ニ
ヨ
リ
・
:
(
上
巻
・
千
年
川
)

と
い
う
、
本
川
と
支
川
の
水
位
・
水
量
の
差
か
ら
く
る
湛
水
被
害
の
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

わ
が
国
で
最
も
干
満
差
が

大
き
い
有
明
海
沿
岸
の
特
異
性
に
よ
っ
て
、
河
口
か
ら
河
水
が
か
な
り
上
流
ま
で
逆
流
す
る
た
め
(
筑
後
川
の
場
合
、
河
口
か
ら
二
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
久
留
米
付
近
ま
で
感
潮
河
川
の
性
格
を
も
っ
)
、

洪
水
時
の
速
や
か
な
水
の
疎
通
は
満
潮
時
に
は
こ
と
の
ほ
か
困
難
で
あ

る
。
こ
れ
が
内
水
型
湛
水
氾
濫
で
あ
る
こ
と
を
長
恒
は
明
確
に
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
続
け
て
、
近
年
の
こ
の
地
域
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。



近
年
ノ
如
グ
ユ
テ
ハ
床
水
〔
筆
者
注
:
地
窪
に
集
ま
る
水
の
こ
と
〕
ト
御
境
川
ノ
水
ト
一
度
ニ
出
水
イ
タ
ス
様
-
一
相
成
殊
ノ
外
農
家
ノ
労
ト
成
第
一
如

右
ニ
テ
ハ
御
取
筒
ヲ
モ
相
減
シ
行
々
ノ
御
図
書
フ
レ
ハ
其
源
ノ
廻
水
ヲ
尋
見
度
目
頃
心
ニ
掛
ケ
シ
ニ
少
ク
便
リ
ア
ル
コ
ト
ア
リ
テ
或
日
此
川
筋
ヲ
尋
見

ケ
ル
ニ
一
地
面
ノ
由
年
々
水
滞
シ
テ
耕
作
ナ
リ
難
キ
・
:
(
上
巻
・
千
年
川
)

つ
ま
り
水
害
の
激
化
と
い
う
変
化
で
あ
り
、
そ
の
原
因
を
長
恒
は
尋
ね
歩
い
て
、
こ
の
上
流
の
水
滞
地
に
設
け
た
シ
ツ
ヌ
キ
、

つ
ま
り

余
水
を
筑
後
川
へ
落
す
悪
水
吐
に
よ
っ
て
そ
の
周
辺
の
排
水
が
良
く
な
っ
た
代
わ
り
に
、
下
流
の
地
が
今
度
は
本
川
の
水
量
増
加
に
よ
っ

て
排
水
が
悪
化
し
た
た
め
と
す
る

(90

そ
の
よ
う
な
洪
水
を
防
止
す
る
方
法
と
し
て
、
彼
が
提
案
す
る
の
は
、

『疏導要書』にみる佐賀藩の治水と利水

依
テ
此
洪
水
ノ
難
ヲ
防
ン
ト
ナ
ラ
ハ
先
ツ
上
ハ
下
野
村
ノ
土
井
筋
ヨ
リ
千
粟
豆
津
ノ
上
下
安
永
村
等
ノ
土
井
筋
-
一
笠
ヲ
置
腹
付
ヲ
シ
テ
至
極
丈
夫
二
営

請
シ
如
何
ナ
ル
洪
水
ニ
モ
能
対
フ
ル
様
ニ
イ
タ
ス
事
肝
要
也
、
(
中
略
)

上
ハ
松
嶋
ノ
セ
パ
ミ
下
ハ
豆
津
ノ
渡
場
百
間
ノ
所
ニ
テ
水
ヲ
持
セ
川
下
ハ
久
留
米
領
へ
相
ヒ
談
シ
彼
道
海
嶋
ノ
荒
篭
ヲ
取
除
テ
悪
水
ヲ
速
ニ
引
落
ス

(
上
巻
・
千
年
川
)

で
あ
る
。

ω堤
高
の
増
加
や
補
強
、

ω上
流
部
の
川
幅
を
狭
く
し
て
水
勢
を
つ
け
て
か
ら
ス

一
気
に
下
流
へ
流
下
さ
せ
る
、
同
久
留
米
藩
が
設
け

た
荒
篭
の
除
去
の
三
点
が
そ
の
要
綱
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
対
策
の
根
底
に
存
在
す
る
の
は
「
筑
前
領
ハ
大
慶
ナ
レ
ト
モ
右
ノ
川
下
三
領
ノ
所
ノ
水
害
誠
ニ
サ
グ
ル
こ
と
い
う
被
害
者
意
識

で
あ
り
、
佐
賀
藩
と
い
う
小
さ
な
枠
内
で
保
全
対
策
し
か
念
頭
に
な
か
っ
た
、
為
政
者
サ
イ
ド
に
立
つ
者
と
し
て
の
長
恒
の
限
界
が
示
さ

れ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
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そ
も
そ
も
寛
永
年
間
(
一
六
二
四

t
四
一
一
一
)
に
成
富
兵
庫
が
構
築
し
た
と
さ
れ
る
筑
後
川
本
流
の
右
岸
二
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
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千
栗
土
居
そ
の
も
の
が
、
右
岸
に
ひ
ろ
が
る
佐
賀
藩
領
の
田
地
を
越
流
水
害
か
ら
守
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
他
領
の
こ
と
を
考
慮
し

た
も
の
で
は
な
い

2
Y
尾
張
藩
が
慶
長
一
四
年
三
六

O
九
〉
に
延
長
四
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
御
囲
堤
と
よ
ば
れ
る
連
続
堤
を
木
曾
川

左
岸
に
設
け
て
、
自
領
の
保
全
を
図
る
に
及
ん
で
、
対
岸
の
美
濃
側
と
の
治
水
上
の
対
立
が
激
化
す
る
状
況
と
非
常
に
類
似
し
て
い

る。
た
だ
扇
状
地
河
川
で
あ
る
木
曾
川
の
場
合
と
異
な
っ
て
、
筑
後
川
の
場
合
は
地
盤
の
い
ち
ば
ん
低
い
と
こ
ろ
を
流
下
し
、
下
方
浸
食
が

堆
積
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
状
態
な
の
で

2
v
破
堤
し
で
も
広
範
囲
に
溢
流
す
る
こ
と
は
な
く
、

本
川
沿
い
の
狭
い
範
囲
に
す
ぎ
な
い
と

こ
ろ
が
、
大
き
く
異
な
る
。
事
実
、
小
出
博
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
久
留
米
付
近
の
中
流
部
で
の
激
甚
な
破
堤
・
乱
流
に
よ
る
水
害
に
比

ベ
て
、

下
流
部
で
の
破
堤
は
例
外
的
で
あ
る
官
〉

O

し
か
し
そ
の
稀
な
破
堤
で
も
次
第
に
堤
防
が
洗
掘
さ
れ
て
機
能
し
な
く
な
っ
て
き
た

と
い
う
天
保
期
の
状
況
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
上
に
み
た
よ
う
な
、
堤
防
補
強
策
が
出
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

あ
と
ひ
と
つ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
上
流
部
で
の
疎
通
が
良
く
な
る
こ
と
で
、
下
流
の
水
量
が
増
え
た
近
年
の
変
化
を
長

恒
は
認
識
し
た
う
え
で
対
策
を
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
図
ー
で
明
ら
か
な
よ
う
に
右
岸
に
は
多
く
の
小
河
川
が
本
川
に
流
入
す
る
。

そ
の
い
ず
れ
も
が
『
疏
導
要
書
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
定
で
き
る
よ
う
に
、
こ
の
小
河
川
へ
の
関
心
は
高
い
。
支
流
と
本

流
と
の
水
位
差
か
ら
く
る
支
流
へ
の
逆
流
現
象
に
よ
る
滋
水
被
害
ゃ
、
支
流
の
破
堤
こ
そ
が
問
題
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(

一

一

)

嘉
瀬
川
・
多
布
施
川
の
近
年
の
変
化
と
そ
の
要
因

a 

水
不
足
と
砂
の
堆
積

佐
賀
平
野
の
中
央
、
城
下
町
佐
賀
と
そ
の
周
囲
の
田
地
を
潤
す
の
が
嘉
瀬
川
と
多
布
施
川
で
あ
る
。
『
疏
導
要
書
』
で
は
嘉
瀬
川
は
上

流
の
名
称
を
と
っ
て
川
上
川
と
な
っ
て
い
る
。



前
項
の
筑
後
川
が
佐
賀
藩
内
で
は
最
低
部
を
流
れ
て
い
る
た
め
、
濯
概
用
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
機
能
を
果
た
さ
な
い
。
そ
の
た
め
筑
後

川
に
関
し
て
は
も
っ
ぱ
ら
治
水
上
の
記
述
に
終
始
し
て
い
た
の
に
対
し
、
こ
の
二
本
の
川
は
「
二
十
万
石
人
命
ヲ
繋
グ
事
凡
十
六
万
人
也
誠
ニ

御
国
第
一
ノ
宝
川
」
(
上
巻
・
川
上
川
)
な
の
で
あ
り
、
そ
の
記
述
は
ほ
と
ん
ど
が
利
水
上
の
事
項
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
長
恒
が
こ
れ
ら
の
川
の
近
年
の
変
化
で
最
も
心
を
砕
い
た
の
は
、
絶
対
的
な
用
水
の
不
足
で
あ
る
。

何
頃
ヨ
リ
カ
河
水
殊
ニ
減
シ
水
勢
衰
ケ
ル
ニ
ヤ
砂
石
多
P
流
レ
下
リ
テ
淵
瀬
ヲ
異
ニ
ス
嘉
瀬
川
筋
ハ
云
-
一
不
及
石
井
樋
ノ
下
川
筋
ヨ
リ
八
回
江
頭
倍
又

二
俣
ヨ
リ
チ
ヤ
ノ
木
川
筋
十
五
堀
マ
テ
漸
々
ニ
砂
下
ル
宝
暦
ノ
頃
マ
テ
ハ
多
布
施
川
深
サ
三
尺
嘉
瀬
川
深
サ
三
尺
ナ
ル
由
今
-
一
一
ア
ハ
其
一
一
一
ケ
一
位
ナ
ラ

テ
常
水
ナ
シ
嘉
瀬
川
ハ
春
末
ヨ
リ
川
中
綾
ナ
ラ
テ
水
ハ
流
レ
ス
年
数
六
七
十
年
ノ
間
ニ
水
嵩
如
此
減
シ
川
々
砂
多
グ
ナ
リ
テ
其
最
寄
リ
ノ
田
地
ニ
ゴ
ミ

ヲ
入
ル
コ
ト
叶
ハ
ス
大
切
ノ
団
地
モ
悪
回
ト
ナ
リ
末
ハ
御
取
箇
ヲ
モ
減
セ
ン
コ
ト
歎
シ
キ
ト
ナ
ラ
ス
ヤ
(
上
巻
・
多
布
施
川
)

『疏導要書』にみる佐賀藩の治水と利水

右
の
史
料
に
よ
る
と
、
水
深
が
三
尺
(
一
メ
ー
ト
ル
〉
で
あ
っ
た
両
河
川
が
、
こ
の
六
、

七

O
年
で
三
分
の
一
に
減
少
し
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
ま
た
そ
の
直
接
の
要
因
が
大
量
の
砂
の
流
入
に
よ
る
河
床
上
昇
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
ゴ
ミ
、
す
な
わ

ち
河
水
の
な
か
に
合
ま
れ
る
栄
養
分
を
含
ん
だ
泥
を
田
に
投
入
で
き
な
く
な
り
、
地
力
が
低
下
し
、
収
量
が
減
少
し
た
と
嘆
い
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
の
指
摘
に
は
ク
リ
ー
ク
地
帯
で
の
土
肥
と
い
わ
れ
る
も
の
の
重
要
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
立
)
。
史
料
ど
お
り
に
解
釈
す
る

と
、
「
最
寄
り
の
田
地
」
で
あ
る
か
ら
、

天
井
川
で
あ
る
多
布
施
川
か
ら
の
土
肥
投
入
で
あ
る
。

し
か
し
能
率
の
点
か
ら
こ
れ
は
さ
ほ
ど

頻
繁
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
こ
れ
に
つ
な
が
る
幹
線
ク
リ
ー
ク
を
通
し
て
の
、

ク
リ
ー
ク
水
回
全
体
に
撒
布

す
る
慣
行
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

b 

石
井
樋
の
機
能
復
旧
の
た
め
の
諸
対
策

65 

い
ま
指
摘
し
た
河
床
上
昇
↓
水
量
減
少
の
図
式
を
最
も
象
徴
的
に
具
現
し
て
い
る
の
が
、
嘉
瀬
川
と
多
布
施
川
の
分
流
地
点
で
あ
る
。
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図 2 W疏導要書』石井樋の図(佐賀県立図

書館蔵)

そ
こ
に
は
、
成
富
兵
庫
の
事
蹟
の
う
ち
で
も

最
も
特
色
の
あ
る
石
井
樋
が
存
在
す
る
。

図
2
は
『
疏
導
要
書
』
に
添
付
さ
れ
た
そ

の
見
取
図
の
写
真
で
あ
る
。

そ
こ
で
長
恒
が
と
ら
え
た
近
年
の
現
象
を

次
に
列
挙
し
て
、
行
論
を
進
め
よ
う
〈

5
0

1 

荒
龍
を
石
井
樋
の
上
流
に
設
け
た
た

め
、
そ
こ
に
当
た
っ
た
土
砂
が
そ
の
下

流
に
あ
っ
た
淵
に
溜
ま
り
、
淵
は
消
滅

れ
て
し
ま
い
、
機
能
し
て
い
な
い
。

象
の
鼻
と
よ
ば
れ
る
水
制
工
の
直
下
に
あ
っ
た
亀
石
(
下
流
へ
砂
が
落
ち
な
い
よ
う
に
す
る
砂
止
め
の
石
)
が
砂
に
よ
っ
て
覆
わ

し
た
。

2 

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
石
井
樋
付
近
へ
の
砂
の
滞
留
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

分
水
施
設
と
し
て
の
石
井
樋
と
天
狗
の
鼻
の
間
に
あ
っ
た
砂
除
け
の
た
め
の
底
荒
篭
が
な
い
。

3 是
等
ノ
手
段
皆
古
人
ノ
心
塊
ヲ
労
セ
シ
所
ニ
シ
テ
後
人
ノ
企
及
フ
所
ニ
非
サ
ル
ヲ
何
レ
モ
其
利
害
ヲ
悟
ラ
ス
シ
テ
取
除
シ
ケ
リ
如
此
後
害
ヲ
残
ス
コ

ト
ロ
惜
キ
事
也
(
上
巻
・
多
布
施
川
)

と
感
じ
た
長
恒
は
、
そ
の
復
旧
方
法
を
提
案
す
る
。
原
文
は
煩
墳
に
な
る
の
で
省
略
し
て
、
以
下
に
そ
の
内
容
を
箇
条
書
き
す
る
。



1 

大
井
手
自
)
の
高
さ
を
低
く
す
る
。

石
垣
を
へ
の
字
形
に
し
て
二
寸
勾
配
を
つ
け
、
水
量
空
調
節
す
る
。

2 3 

土
俵
で
も
っ
て
砂
取
り
用
の
野
越
を
二
カ
所
設
置
す
る
。

4 

象
の
鼻
の
東
に
あ
っ
た
野
越
の
規
模
を
旧
来
の
よ
う
に
復
元
し
て
、
前
方
の
洗
掘
を
防
止
す
る
。

5 

亀
石
を
再
興
す
る
。

6 

底
荒
篭
を
再
興
す
る
。

7 

天
狗
の
鼻
と
石
井
樋
と
の
聞
の
野
越
を
へ
の
字
に
曲
げ
勾
配
を
つ
け
る
と
と
も
に
、
関
口
部
を
下
に
設
け
て
余
水
を
排
水
す
る
。

『疏導要書』にみる佐賀藩の治水と利水

か
な
り
細
か
な
施
策
の
列
挙
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
要
は
、
上
流
か
ら
の
大
量
の
土
砂
を
石
井
樋
に
溜
め
な
い
で
勢
い
を
つ
け
て
速

や
か
に
河
口
ま
で
流
下
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
石
井
樋
の
位
置
が
扇
端
付
近
の
傾
斜
変
換
点
に
あ
る
た
め
、
も
と
も
と
そ
の
付
近
の
堆
積

作
用
は
顕
著
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
広
範
囲
な
自
然
堤
防
(
現
在
は
畑
地
・
樹
園
に
利
用
〉

の
分
布
か
ら
も
推
察
で
き
る
。
そ
こ
に
無
理
や
り
に
人
工
的
構

築
物
を
設
け
て
多
布
施
川
へ
の
分
水
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
図
2
に
み
る
よ
う
な
大
き
な
巻
出
し
(
土
砂
が
河
床
部
に
堆
積
し

て
、
中
洲
状
の
高
ま
り
を
作
っ
た
も
の
〉
が
で
き
る
の
は
当
然
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
を
右
に
あ
げ
た
よ
う
な
様
々
な
工
作
物
に
よ
っ
て
、

勢
い
を
つ
け
て
い
っ
き
に
下
流
に
河
水
と
一
緒
に
流
し
て
し
ま
う
高
度
な
技
術
体
系
が
石
井
樋
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
長
恒
を
し
て
、

67 

洪
水
ニ
成
テ
ハ
大
形
八
九
合
ハ
大
川
〔
筆
者
注
:
嘉
瀬
川
の
こ
と
〕
ノ
方
へ
引
落
ス
様
ニ
成
へ
ケ

ν
ハ
石
井
樋
へ
呑
込
水
綾
-
二
二
合
丈
程
ニ
テ
今

ヨ
リ
洪
水
ノ
憂
ハ
少
グ
成
ヘ
シ
(
上
巻
・
多
布
施
川
)
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と
言
わ
し
め
る
自
信
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

c 

山
ノ
仕
立
様

図
ー
に
は
示
し
て
い
な
い
が
、
『
疏
導
要
書
』

に
は
多
布
施
川
の
あ
と
に
「
山
ノ
仕
立
様
」
と
い
う
例
外
的
な
項
目
が
あ
る
。

あ
く
ま

で
水
利
に
関
わ
る
と
い
う
意
味
で
長
恒
が
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
若
干
検
討
し
て
み
た
い
。

小
城
佐
嘉
神
崎
ノ
山
内
禿
山
多
グ
草
切
場
-
一
周
テ
年
々
焼
事
也
(
中
略
)
高
山
ヨ
リ
見
渡
セ
ハ
木
立
山
ハ
百
ケ
一
モ
ナ
シ
稀
ニ
木
山
ア
レ
ハ
谷
深
グ
道

険
ク
遠
所
ニ
ア
リ
テ
材
木
薪
用
ニ
モ
不
成
シ
テ
朽
捨
ル
所
多
シ
百
姓
ノ
草
切
リ
場
ハ
村
ノ
近
所
勝
手
ヨ
キ
場
所
ヲ
見
立
テ
残
ル
所
ハ
木
立
ニ
ス
ヘ
シ
小

城
佐
嘉
神
崎
御
境
目
ノ
山
々
筑
前
唐
津
共
一
筋
隔
レ
ハ
他
領
ノ
所
ハ
何
レ
モ
森
々
タ
ル
木
山
ハ
カ
リ
也
同
シ
山
続
ニ
テ
然
モ
日
当
リ
ノ
土
地
モ
宜
ケ
レ

ハ
御
領
内
コ
ソ
木
山
多
ル
ヘ
キ
禿
山
ハ
カ
リ
成
ル
ハ
毎
春
-
一
山
ニ
火
ヲ
付
テ
焼
ユ
へ
也
此
ヲ
留
山
ニ
テ
火
ノ
入
サ
ル
様
ニ
ス
レ
ハ
漸
々
ニ
木
生
シ
テ
手

入
ラ
ス
ニ
木
立
-
一
成
ヘ
シ
(
上
巻
・
山
ノ
仕
立
様
)

佐
賀
藩
領
と
筑
前
や
唐
津
領
の
境
に
は
標
高
九

0
0
1
一0
0
0メ
ー
ト
ル
前
後
の
地
塁
状
の
背
振
山
地
が
続
い
て
い
る
が
、
そ
の
前

山
に
あ
た
る
部
分
に
関
す
る
史
料
が
右
の
文
で
あ
る
。
佐
賀
藩
内
に
は
禿
山
が
多
く
、
毎
年
春
に
定
期
的
に
火
入
れ
を
し
て
い
る
状
況
が

報
告
さ
れ
て
お
り
、
留
山
に
し
て
火
入
れ
を
禁
止
し
、
植
生
の
回
復
を
図
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
当
時
、
こ
の
あ
た
り
で
も
焼
畑
的

利
用
が
行
わ
れ
て
い
た
と
み
る
の
が
自
然
な
解
釈
で
あ
ろ
う
。

こ
の
植
林
の
効
用
を
長
恒
は
「
樹
山
の
五
徳
」
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
落
葉
な
ど
の
肥
料
と
し
て
の
利
用
、
@
水
源
函

養
林
と
し
て
、
@
洪
水
の
軽
減
、
④
山
抜
け
(
土
石
流
)
の
防
止
、
⑤
用
材
や
薪
炭
と
し
て
の
利
用
の
五
つ
で
あ
る
。

と
り
わ
け
こ
こ
で
は
、
@
が
用
水
と
し
て
の
河
川
の
水
量
の
増
加
に
寄
与
す
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

d 

結

こ
の
節
の
ま
と
め
と
し
て
、
嘉
瀬
川
・
多
布
施
川
の
要
の
位
置
に
あ
る
石
井
樋
に
お
け
る
、
南
部
長
恒
、
が
描
い
た
土
砂
堆
積
に
対
す
る
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海l明有

諸
要
因
の
関
連
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
を
模
式
的
に
示
し
た
も
の
が
図
3
で
あ
る
。
山
地
か
ら

平
野
に
で
て
扇
状
地
河
川
と
し
て
の
特
徴
を
も
っ
嘉
瀬
川
(
上

『疏導要書』が主張する石井樋をめぐる諸変化

流
は
川
上
川
と
し
て
図
示
し
て
い
る
〉
の
、
石
井
樋
付
近
で
み

ら
れ
る
土
砂
堆
積
は
、
次
の
様
な
諸
要
因
に
よ
っ
て
発
生
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

地
質
条
件
と
し
て
は
、
集
水
域
の
背
振
山
地
が
ほ
と
ん
ど
中

生
代
花
崩
岩
か
ら
成
り
、

マ
サ
化
が
進
ん
で
土
砂
生
産
が
多
い

こ
と
が
特
記
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
に
加
え
て
、
前
項
で
み
た
よ
う

に
、
火
入
れ
に
よ
る
禿
山
化
と
い
う
人
為
的
要
因
に
よ
っ
て
、

土
砂
の
流
出
が
促
進
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
兵
庫
の
時
代
か
ら
変

化
し
た
分
水
井
堰
の
構
造
に
よ
っ
て
も
、
堆
積
が
助
長
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。

図 3

そ
の
結
果
が
水
量
の
減
少
(
水
位
の
低
下
〉
と
河
床
上
昇
、

疎
通
障
害
な
の
で
あ
る
。
多
布
施
川
は
も
と
嘉
瀬
川
の
旧
河
道

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
現
在
の
嘉
瀬
川
の
不
自
然
な
曲
が
り
方
か

ら
み
で
、
本
流
か
そ
れ
に
準
じ
る
有
力
派
川
で
あ
っ
た
こ
と
は
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確
実
で
あ
る
門
担
。

佐
賀
城
下
町
の
建
設
に
際
し
て
、
不
要
な
水
は
嘉
瀬
川
へ
、
必
要
な
水
だ
け
が
多
布
施
川
へ
と
い
う
論
理
が
貫
か
れ
た
と
い
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
必
要
な
水
と
は
飲
料
水
と
農
業
用
水
で
あ
り
、
不
要
な
水
と
は
洪
水
時
の
大
量
の
土
砂
を
含
む
過
剰
な
流
水
で
あ

る
。
石
井
樋
で
嘉
瀬
川
か
ら
分
水
し
て
多
布
施
川
に
入
る
水
は
七
対
三
で
あ
り
、
受
益
面
積
も
全
体
で
は
六
四
四
二
町
と
川
上
よ
り
下
流

の
嘉
瀬
川
水
系
の
五
六
W
A
に
あ
た
る
最
も
広
範
囲
の
も
の
で
あ
る

av
し
か
し
農
業
用
と
し
て
は
水
量
が
不
足
す
る
た
め
、

幹
線
ク
リ

ー
ク
を
経
由
さ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
圃
場
の
周
囲
の
ク
リ
ー
ク
(
堀
〉
に
貯
水
す
る
と
い
う
佐
賀
平
野
独
自
の
濯
甑
シ
ス
テ
ム
を
採
用
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
『
疏
導
要
書
』
が
指
摘
す
る
石
井
樋
よ
り
下
流
で
の
ゴ
ミ
の
減
少
は
、

ク
リ
ー
ク
地
帯
で
の
非
常
に
重
要
な
肥
料
源

が
減
る
こ
と
を
意
味
し
、
こ
こ
で
の
米
の
生
産
に
と
っ
て
の
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
あ
る
こ
と
が
、
内
包
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

か
か
る
佐
賀
藩
の
膝
元
を
流
れ
る
重
要
な
多
布
施
川
で
あ
る
が
、
天
井
川
的
性
格
を
も
ち
、

ひ
と
た
び
洪
水
に
な
れ
ば
、
被
害
は
城
下

全
域
に
わ
た
る
恐
れ
が
あ
る
。
石
井
樋
を
、
全
国
に
も
類
を
み
な
い
堅
固
で
複
雑
な
構
造
を
も
っ
た
一
文
字
堰
の
典
型
と
し
て
喜
多
村
俊

夫
は
紹
介
し
て
い
る
が
白
〉
、

そ
の
背
景
に
は
佐
賀
城
下
の
水
防
と
い
う
観
点
が
こ
の
分
水
堰
に
付
加
さ
れ
て
い
た
た
め
と
私
は
考
え
た

ぃ
。
そ
の
こ
と
を
長
恒
は
直
接
に
は
語
っ
て
な
い
。
し
か
し
堰
の
土
砂
堆
積
の
除
去
と
い
う
即
物
的
解
決
法
に
固
執
し
な
い
で
、
為
政
者

側
の
立
場
に
た
っ
て
、
嘉
瀬
川
水
系
を
広
域
シ
ス
テ
ム
と
し
て
と
ら
え
る
思
考
法
か
ら
は
、
こ
の
こ
と
は
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四

小
河
川
の
治
水
と
利
水

佐
賀
藩
領
に
は
筑
後
川
・
嘉
瀬
川
水
系
の
ほ
か
に
、
独
立
し
た
小
河
川
や
た
め
池
が
存
在
す
る
。
長
恒
が
と
り
あ
げ
た
の
は
次
の
四
範



鴎
で
あ
る
。
第
一
が
、
六
角
川
・
牛
津
川
・
塩
田
川
・
鹿
島
川
な
ど
の
感
潮
河
川
と
そ
れ
ら
に
流
入
す
る
支
流
群
、
な
ら
び
に
こ
の
流
域

じ
よ
う
ば
る

の
た
め
池
で
あ
る
。
筑
後
川
に
直
接
流
下
し
な
い
で
、
佐
賀
江
に
落
ち
る
城
原
川
以
西
の
佐
賀
平
野
中
央
部
の
河
川
、
す
な
わ
ち
蛇
取
川

(
四
〉
、
焼
原
川
(
却
)
、
薬
師
丸
川
(
辺
)
な
ど
も
こ
れ
に
相
当
す
る
。
二
番
め
が
、
太
良
岳
・
経
ケ
岳
を
水
源
と
し
て
有
明
海
に
注
ぐ
小
河

川
群
(
日

l
臼
)
で
、
火
山
山
麓
地
形
を
反
映
し
た
放
射
状
の
パ
タ
ー
ン
を
と
る
。
一
二
番
め
の
範
鴎
は
、

日
本
海
側
に
流
入
す
る
有
田
・

松
浦
川
の
上
流
(
ぬ

1
4〉
で
あ
り
、
第
四
番
め
が
飛
地
的
領
土
(
深
堀
領
)
で
あ
る
長
崎
半
島
の
小
河
川
群
(
回

l
初
〉
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
分
量
的
に
は
前
零
に
あ
げ
た
二
つ
の
水
系
の
河
川
に
比
べ
れ
ば
簡
略
な
記
載
で
あ
り
、
川
の
諸
元
以
外
に
は
全
一
く
記
載
の
な

い
も
の
も
多
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
な
か
で
、
注
目
さ
れ
る
記
述
に
限
っ
て
考
察
す
る
。

『疏導要書』にみる佐賀藩の治水と利水

(一〉

多
久
川
と
横
土
居

前
章
で
も
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
川
と
江
は
長
恒
に
よ
っ
て
か
な
り
厳
密
に
区
別
さ
れ
て
お
り
、
独
立
項
目
と
し
て
は
江
が
少
な

い
こ
と
は
と
り
わ
け
注
目
し
て
よ
い
。
多
久
川
も
下
流
は
牛
津
川
(
『
疏
導
要
書
』
で
は
砥
川
江
と
呼
称
)
と
い
う
一
江
湖
に
な
る
の
で
あ

る
が
、
そ
の
部
分
に
関
す
る
の
は
、

末
ハ
中
川
本
山
川
ト
落
合
ヒ
波
左
間
ニ
出
テ
古
賀
津
ヨ
リ
砥
川
江
戸
一
引
落
ス
道
法
四
塁
ホ
ト
此
水
ノ
江
筋
四
一
流
レ
捨
ル
ヲ
波
左
間
村
ニ
大
井
手
ヲ
揚
テ

横
辺
国
両
郷
ノ
作
水
ト
ス
(
上
巻
・
多
久
川
)

に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
史
料
の
後
段
は
成
富
兵
庫
の
計
画
に
よ
る
と
い
う
波
左
間
水
道
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
為
政
者
の
立
場

に
た
っ
た
利
水
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
江
は
た
ん
に
上
流
の
余
水
の
捨
て
場
所
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
河
道
に
そ
っ
た
小

規
模
な
干
拓
地
の
沿
岸
農
民
に
と
っ
て
は
、

ア
オ
が
重
要
な
水
源
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
公
共
性
の
薄
い
個
別
利
用
的
な
水
で
あ
り
、
為

71 

政
者
側
は
そ
れ
に
は
積
極
的
に
は
関
与
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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さ
て
、
こ
の
中
流
の
「
川
」
と
し
て
の
多
久
川
は
、
多
久
盆
地
か
ら
狭
陸
部
を
通
っ
て
牛
津
で
佐
賀
平
野
に
出
る
。
そ
の
狭
陸
部
で
の

水
害
の
性
質
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
長
恒
は
位
置
づ
け
て
い
る
。

此
水
本
山
川
中
川
多
久
川
三
筋
ノ
落
合
ヒ
ユ
テ
前
ノ
如
ク
急
水
ノ
場
所
ナ
ル
ユ
ヨ
リ
松
瀬
村
ノ
内
ニ
水
受
ノ
土
井
ヲ
築
キ
納
所
村
ヨ
リ
下
ニ
ハ
水
害

此
ナ
キ
様
ニ
シ
ケ
ル
故
其
害
ハ
無
之
ト
錐
ト
モ
此
土
井
上
ノ
所
小
成
多
久
ノ
村
ハ
年
々
水
滞
シ
テ
大
-
一
難
渋
ス
ル
コ
ト
也
自
然
洪
水
ノ
節
右
ノ
水
受
土

井
筋
切
渡
出
来
ヌ
レ
ハ
砥
川
両
所
ハ
云
-
一
不
及
祖
子
分
村
其
外
数
ケ
村
ノ
水
害
ト
ナ
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
比
土
井
筋
能
々
念
ヲ
入
普
請
ス
ヘ
キ
ナ
リ
(
中
略
)

平
生
ノ
流
水
ハ
以
前
ト
違
ヒ
漸
々
ニ
減
水
シ
テ
(
中
略
)
後
年
ノ
為
-
一
作
水
ニ
宜
キ
場
所
ヲ
見
立
大
ナ
ル
堤
ヲ
築
立
ナ
ニ
弁
利
ヘ
シ
ト
思
ハ
ル
勿
論
村

ニ
ヨ
リ
早
舷
ノ
備
-
一
堤
ヲ
築
タ
ル
所
モ
ア
リ
ト
雌
モ
一
村
限
リ
用
水
-
一
テ
郷
中
ノ
助
ト
ナ
ラ
サ
ル
ナ
レ
ハ
書
載
ノ
如
ク
場
所
ヲ
見
立
皐
魅
ノ
備
ヲ
成
タ

キ
コ
ト
也
(
上
巻
・
多
久
川
、
傍
点
筆
者
)

右
記
の
史
料
に
で
て
く
る
「
水
受
ノ
土
井
」
は
河
川
の
方
向
と
ほ
ぼ
直
角
に
築
か
れ
た
横
土
居
と
呼
ば
れ
る
種
類
の
特
殊
な
構
築
物
で

あ
る
。
上
流
か
ら
の
押
し
寄
せ
水
を
こ
れ
に
よ
っ
て
受
け
止
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

日
本
各
地
の
常
習
水
害
地
に
み
ら
れ
る
固
い
(
土

子
)
囲
堤
と
同
じ
発
想
に
た
つ

a)O
道
常
は
水
下
の
村
が
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
。

図
4
は、

嘉
永
七
年
(
一
八
五
四
〉
の
松
瀬
村
・

納
所
村
絵
図
お
よ
び
年
代
不
詳
「
波
左
間
杵
島
水
道
絵
図
」
(
い
ず
れ
も
多
久
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
)
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
こ
の
付
近
の

状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
絵
図
を
み
れ
ば
、
横
土
井
の
あ
る
付
近
の
氾
濫
は
か
な
り
常
習
的
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
、

土
地
利
用
か
ら
も
上
流
と
異
な
り
、
非
条
里
地
帯
で
あ
り
、
徴
高
地
が
氾
濫
原
に
そ
っ
て
散
在
的
に
あ
り
、
畑
地
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
図
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
多
久
領
は
同
じ
佐
賀
藩
で
あ
っ
も
大
配
分
格
で
あ
り
、
鍋
島
氏
か
ら
は
必
ず
し
も
十
分
な
待
遇
を
受

け
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
上
流
の
小
城
藩
も
力
関
係
か
ら
は
佐
賀
本
藩
に
及
ば
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
下
流
の
村
々
は
佐
留
志

郷
な
ど
に
含
ま
れ
、

い
ず
れ
も
佐
賀
本
藩
の
所
領
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
が
右
に
み
る
よ
う
に
、
き
わ
め
て
下
流
の
村
に
加
担
し
た
表
現
と
し
て
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
長
恒
が
藩
領
全
域
に
目
配
り
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川 亡]多久領

i-二3ノj、城支藩

可近世に在在じた
ため池

田・".横土居

〉九品羽佐間水道

図 4 羽佐閑水道付近の村と所領



74 

『疏導要書』に説明がある江と直江工事表 1

直江工中による影響

高橋川 (江筋) 大曲鐘子の鉱 O 潮持少なくなり，高橋宿まで

今泉袋 × 舟運が不可能になった。

古賀袋 × 

嘉瀬川 (江筋) 徳仏の曲 O(享保年間) 舟運の衰退。嘉瀬津の河港機

麦新ケ江曲 O(寛政3年) 能の喪失。排水良好になった。

八回江 八回江 長泉寺曲 0(4，50年前) 水勢衰え，年々潟付(浅瀬)が

でき，滞水するようになった

(失敗の事例)。そののち江筋

の泥没えが始まり，排水よく

なって水害を免れるようにな

った。

佐賀江 今宿江 大曲

小曲
(代替とし

今津江 相応津曲
×て新川を開

削)
蒲田江

六角川 住之江 (3か所あり) O 水害時に速やかな排水が可能

になった。

塩田川 塩臼川 琵琶の甲 0(5，6年前) 排水が良くなって，水滞地が

減少した。潮持は悪くなった。

宣江工事「鐘子の鉱」新2lp|

を
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
こ
と
と
矛
盾
す
る
が
、

)のあるものは江筋と書かれているだけで，固有名調のないもの

よ
り
徴
視
的
に
み
れ
ば
、
こ
の
事
例
の
よ
う
に
本

藩
優
位
の
立
場
が
貫
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

(
一
一
〉

江
湖
と
直
江
工
事

「
江
」
と
い
う
名
称
は
若
干
の
例
外
を
除
い
て
立

項
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
種
々

の
「
江
」
と
つ
く
固
有
名
詞
は
『
疏
導
要
書
』
の

上
・
下
巻
に
散
出
す
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
を
ま

と
め
て
考
察
す
る
。

表
ー
は
「
江
」
の
う
ち
何
ら
か
の
説
明
の
あ
る
も

の
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
佐
賀
江
古
)

と
呼
ば
れ
て
い
る
江
湖
は
、
上
流
を
今
宿
江
、
中

流
を
今
津
江
、
下
流
を
蒲
田
江
と
『
疏
導
要
書
』

は
記
載
し
て
い
る
。

注

「
江
」
の
形
態
と
し
て
は
、
本
来
、

江
ハ
曲
レ
ル
ヲ
貴
ヒ
川
ハ
直
ナ
ル
ヲ
貴
フ
云
コ
ト
郷

普
請
第
一
ノ
心
得
ナ
リ
(
上
巻
・
高
橋
川
)



の
言
葉
に
集
約
さ
れ
て
る
よ
う
に
、
曲
流
蛇
行
を
旨
と
す
る
。
し
か
も
そ
の
曲
流
は
か
な
り
人
為
的
な
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
鑑
予
の

つ
る鉱

(
青
銅
や
真
鎌
で
作
っ
た
湯
わ
か
し
器
を
吊
す
た
め
の

S
字
型
の
金
具
の
意
〉
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
直
線
距
離
の
二
、
二
一
倍
以
上
も

あ
る
よ
う
な
蛇
行
で
、
現
在
で
も
一
部
に
そ
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
る
し
、
佐
賀
平
野
各
地
に
あ
る
「
袋
」
、
「
曲
り
」
と
い
う
地
名
は

こ
の
よ
う
な
地
形
を
さ
す
。
も
と
も
と
、

ほ
と
ん
ど
標
高
差
が
な
く
、
湾
筋
に
起
源
を
も
っ
江
湖
は
、
き
わ
め
て
蛇
行
し
や
す
い
の
で
あ

る
が
、

さ
ら
に
こ
れ
が
成
富
兵
庫
ら
に
よ
っ
て
近
世
初
期
に
強
化
さ
れ
た
と
い
う
の
が
一
般
的
見
解
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、

水
勢
強
グ
殊
吏
洪
水
ノ
節
此
ニ
曲
リ
ノ
鍵
子
ノ
鉱
ニ
テ
引
落
ス
水
ヲ
支
ユ
ル
故
水
吐
ノ
弁
利
悪
グ
水
滞
ハ
勿
論
嘉
瀬
久
保
保
田
ノ
土
井
筋
毎
年
切
渡
出

来
テ
耕
作
ノ
憂
ト
ナ
リ
シ
(
上
巻
・
高
橋
川
の
項
中
に
あ
る
嘉
瀬
川
の
江
筋
)

『疏導要書』にみる佐賀藩の治水と利水

と
い
う
、
洪
水
対
策
で
あ
っ
た
。

佐
賀
平
野
の
ク
リ
ー
ク
地
帯
は
、
満
潮
時
、
筑
後
川
や
そ
の
他
の
中
小
河
川
の
水
位
が
高
ま
り
、
洞
水
の
流
下
が
防
げ
ら
れ
る
。
本
書

中
に
み
ら
れ
る
「
潮
を
持
つ
」
と
い
う
表
現
は
、

ま
さ
に
水
伎
が
上
昇
し
た
江
湖
の
状
態
を
示
し
て
妙
な
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
が
こ
の
鐘
子
の
鉱
が
一

O
O年
ほ
ど
前
か
ら
次
々
と
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
さ
れ
て
き
た
経
緯
を
長
恒
は
記
し
て
い
る
。
前
述
の
嘉

瀬
川
の
江
筋
で
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

右
ノ
曲
リ
徳
仏
ノ
南
ヨ
リ
久
富
ノ
東
マ
テ
ヲ
堀
切
直
江
一
一
成
テ
南
海
ニ
引
落
シ
ケ
ル
ヨ
リ
水
吐
ノ
弁
利
ハ
ヨ
グ
成
タ
ル
由
(
上
巻
・
高
橋
川
・
傍
点

筆
者
)

こ
の
史
料
に
み
る
よ
う
に
、
排
水
を
良
好
に
す
る
の
が
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
の
最
大
の
眼
目
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
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水
ハ
潮
ト
違
ヒ
高
キ
ヨ
リ
低
キ
ニ
付
モ
ノ
ナ
レ
ハ
其
勢
ヒ
強
グ
引
落
ス
心
ア
ル
故
曲
レ
ル
所
ア
レ
ハ
其
曲
リ
方
ノ
水
当
リ
至
テ
強
グ
土
井
筋
対
へ
兼
ル

ニ
ヨ
リ
乱
杭
ヲ
打
荒
篭
ヲ
仕
掛
ケ
其
外
色
々
ノ
手
術
ヲ
ナ
シ
テ
此
ヲ
防
ク
コ
ト
ナ
ル
故
川
筋
ヲ
真
直
-
一
ス
レ
ハ
急
水
ナ
ト
ノ
節
引
落
早
グ
旦
普
請
ノ
手

入
モ
寡
ク
シ
テ
勝
手
ヨ
キ
故
-
一
斯
ク
ノ
如
云
伝
フ
コ
ト
也
(
同
右
)
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と
い
う
よ
う
に
、
川
か
ら
の
急
激
な

r

流
水
に
対
し
て
の
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
逆
に
い
え
ば
、

か
か
る
荒
篭
等
の
構
築
物
や
築
堤

技
術
が
普
及
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
常
の
排
水
不
良
が
解
消
し
、
川
波
え
の
労
力
も
節
減
さ
れ
る
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
工
事
、
す
な
わ
ち

直
江
工
事
が
可
能
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
曲
流
に
よ
っ
て
な
る
だ
け
上
流
か
ら
の
水
を
溜
め
こ
む
思
想
か
ら
、
直
流
に
よ
っ
て
一

気
に
河
口
、
有
明
海
に
下
流
さ
せ
る
思
想
へ
の
転
換
が
み
ら
れ
る
(
幻
〉
。

比
愉
的
に
い
う
な
ら
ば
、
グ
川
の
論
理
d

が
グ
江
の
論
理
d

を
ね
じ
伏
せ
た
形
に
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
近
世
二

O
O年
の
す
う
勢
で

も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
水
を
支
え
、
増
水
時
の
湛
水
や
日
常
の
排
水
不
良
を
覚
悟
し
な
が
ら
も
、

で
妥
協
し
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
、
日
常
の
排
水
不
良
の
徹
底
的
な
解
消
と
、
水
害
の
根
絶
を
目
標
と
す
る
人
閣
の
統
御
を
重
視
す
る
立

場
へ
の
転
換
で
も
あ
っ
た
。
本
書
の
な
か
で
頻
出
す
る
川
波
え
の
推
賞
も
そ
の
観
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
『
疏
導
要
書
』
と
い
う
著
書

最
小
の
被
害
、
グ
ゆ
る
や
か
な
水
害
d

の
標
題
は
、
こ
の
意
味
か
ら
も
き
わ
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

ア
オ
取
水
と
い
う
重
要
な
意
義
が
あ
る
し
、
そ
れ
を
効
率
よ
く
す
る
た
め
の
曲
流
化
で
も

江
湖
に
は
周
辺
農
民
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、

あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
疏
導
要
書
』
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
こ
こ
に
も
為
政
者
の
側
の
論
理
が
優

先
し
た
こ
の
書
の
性
格
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
の
他
の
事
例
若
干
|
|
た
め
池
擢
概
地
帯
と
絶
対
的
人
口
過
小
な
ど

(

二

一

)

佐
賀
平
野
に
は
大
規
模
な
た
め
池
は
少
な
い
が
、
背
振
の
前
山
に
あ
た
る
佐
賀
平
野
の
北
麓
や
、
白
石
地
方
の
丘
陵
地
に
は
中
小
の
た

め
池
が
多
数
存
在
す
る
。
県
農
林
課
の
『
た
め
池
台
帳
』
や
地
方
史
類
な
ど
を
見
る
限
り
、
築
造
時
期
が
明
治

1
昭
和
の
新
し
い
も
の
も

か
な
り
あ
り
、
時
期
不
明
の
も
の
を
除
け
ば
、
近
世
で
は
後
半
に
多
い
。

『
疏
導
要
書
』
に
立
項
さ
れ
た
の
は
そ
の
う
ち
の
わ
ず
か
六
つ
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
語
尾
は
「
堤
」
と
・
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
五
つ



ま
で
が
、
白
石
地
方
に
あ
る
。
い
ず
れ
も
丘
陵
の
谷
頭
に
築
か
れ
た
谷
池
で
あ
り
、
集
水
域
は
狭
い
。
し
か
し
、
こ
の
一
帯
の
水
田
に
は

こ
れ
以
外
に
は
水
、
僚
が
存
在
し
な
い
。
い
い
換
え
る
な
ら
ば
、
白
石
地
方
で
は
河
川
濯
概
が
不
可
能
な
た
め
、
耕
作
者
に
と
っ
て
た
め
池

が
主
水
源
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た

av

舟
野
ノ
堤
に
つ
い
て
史
料
を
み
る
と
、

此
堤
モ
築
立
ノ
年
月
分
明
ナ
ラ
ス
一
体
須
古
郷
ノ
作
水
ト
ナ
ル
又
中
郷
ノ
内
ニ
モ
引
グ
右
ノ
如
ク
永
池
堤
ハ
六
角
橋
下
秀
郷
ノ
一
一
一
郷
ニ
掛
リ
福
泉
寺
原

田
ノ
両
堤
ハ
南
郷
一
一
引
舟
野
堤
ハ
須
古
郷
一
一
引
ケ
ル
ユ
へ
中
郷
ノ
廻
水
悪
グ
皐
魅
ノ
憂
少
ナ
カ
サ
ル
ニ
ヨ
リ
寛
政
十
二
年
此
郷
ノ
為
一
一
橋
下
御
焼
米
村

ノ
内
谷
合
ノ
所
多
久
領
ナ
リ
シ
ヲ
堤
床
-
一
見
立
テ
別
府
ノ
内
瓦
河
内
村
ノ
御
蔵
入
ト
替
地
ア
リ
テ
大
ナ
ル
堤
ヲ
築
立
ケ
ル
ニ
数
年
ニ
シ
テ
漸
ノ
成
就
ス

ル

』疏導要書』にみる佐賀藩の治水と利水

と
あ
り
、
錯
綜
し
た
濯
甑
範
囲
と
絶
対
的
な
水
不
足
の
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。

残
さ
れ
た
問
題
は
そ
れ
ば
か
り
で
な
い
。
用
水
の
問
題
以
前
に
、

一
体
如
右
農
民
ノ
衰
へ
ケ
ル
ニ
ヤ
団
地
ヨ
リ
モ
人
別
寡
グ
シ
テ
毎
歳
田
地
ノ
居
村
一
一
難
渋
ヲ
ス
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
先
ツ
第
一
ニ
農
民
ノ
多
ノ
成
ヘ
キ
仕
組

ヲ
シ
テ
御
中
ニ
住
居
ス
ル
者
商
買
其
外
ノ
遊
民
一
人
-
一
一
ア
モ
ナ
キ
様
ニ
ス
ル
ハ
自
然
ト
人
別
モ
多
グ
ナ
ル
ヘ
シ
ト
思
ハ
ル
ル
也
(
下
巻
・
竜
王
堤
)

と
い
う
人
口
の
過
小
と
い
う
問
題
が
根
底
に
あ
る
こ
と
を
長
恒
は
指
摘
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
そ
の
対
策
は
、
農
民
の
他
地
へ
の
移
動
の

一
般
庶
民
の
藩
領
外
へ
の
移
動
の
禁
止
が
と
り
わ
け
厳
し
か
っ
た
と
い
わ
れ
(
型
、

禁
止
と
い
う
常
識
的
な
も
の
で
あ
る
。
佐
賀
藩
は

し

か
も
商
品
経
済
の
浸
透
が
緩
慢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
右
の
よ
う
な
動
き
が
、
為
政
者
側
の
目
に
も
映
っ
て
き
た
の
が

天
保
期
の
状
況
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
過
小
人
口
の
問
題
は
、
大
配
分
の
一
つ
で
あ
る
諌
早
領
l
1そ
れ
は
本
章
の
最
初
に
掲
げ
た
二
番
め
の
範
轄
に
入
る
火
山
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山
麓
の
小
河
川
群

l
lの
記
載
の
な
か
に
も
明
瞭
な
形
で
み
ら
れ
る
。
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惣
シ
テ
諌
早
ノ
地
面
ハ
野
山
勝
ニ
テ
回
畠
ニ
仕
立
然
ル
ヘ
キ
場
所
モ
数
多
ク
見
ユ
ル
事
ナ
レ
ト
モ
肇
克
人
別
ノ
不
足
故
力
局
カ
サ
ル
所
ユ
ア
リ
(
下
巻

.
諌
早
川
)

そ
の
対
策
と
し
て
は
、
唐
芋
、

つ
ま
り
甘
藷
栽
培
を
奨
励
す
る
。

畠
エ
仕
立
ル
ニ
ハ
其
鐙
茅
野
ヲ
発
キ
テ
先
ツ
其
年
ヨ
リ
一
一
三
年
ノ
間
ハ
唐
芋
ヲ
植
エ
漸
々
熱
地
ニ
成
リ
テ
ヨ
リ
麦
蕎
麦
粟
ノ
類
ヲ
仕
付
ヘ
シ
荒
レ
野
ヲ

発
グ
最
初
ハ
何
レ
モ
唐
芋
-
一
限
ル
(
同
右
)

土
地
ヨ
リ
農
民
寡
グ
団
地
発
ク
ヘ
キ
余
力
ナ
キ
コ
ト
ナ
レ
ハ
先
ツ
人
民
ノ
多
グ
成
ヘ
キ
仕
組
(
同
右
)

と
い
う
人
口
増
加
対
策
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
人
口
扶
養
力
が
高
く
て
栽
培
の
容
易
な
作
物
の
選
択
が
必
要
な
の
で
あ
っ
た
。

五

ま
と
め

こ
れ
ま
で
指
摘
し
た
こ
と
に
敷
桁
し
な
が
ら
、

一
応
の
ま
と
め
と
し
て
、
『
疏
導
要
書
』
に
み
る
佐
賀
藩
の
治
水
と
利
水
の
特
色
を
列

挙
し
て
結
語
と
し
た
い
。

(
一
〉
『
疏
導
要
書
』
は
成
富
兵
庫
の
事
蹟
の
単
な
る
回
顧
で
は
な
く
、
天
保
期
と
い
う
佐
賀
藩
中
興
の
時
期
に
お
け
る
、
領
内
の
河
川

管
理
や
農
業
開
発
へ
の
献
策
の
書
で
あ
る
。
す
で
に
、

喜
多
村
俊
夫
が
稀
有
の
「
治
水
論
の
書
」
(
き
と
評
価
し
、

八
木
宏
典
が
天
保
の
藩

政
改
革
と
い
う
契
機
を
重
要
視
し
た
位
置
づ
け
を
行
な
っ
て
い
る
(
号
、
が
、

つ
ま
り
天
保
期
と
い
う
歴
史
的
現
在
の
書
と
し
て
こ
の
史
料
を
読
み
直
し
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
本
稿
の
目
的
で

か
か
る
視
点
こ
そ
が
、

こ
の
特
殊
な
水
利
誌
を
よ
み
が
え
ら

せ
る
糸
口
と
な
ろ
う
。

あ
っ
た
と
い
え
る
。

振
興
と
い
う
立
場
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。

(
二
〉
筆
者
の
南
部
長
恒
は
佐
賀
藩
土
で
あ
り
、
為
政
者
の
立
場
に
た
っ
人
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
施
策
は
あ
く
ま
で
も
藩
全
体
の

『
疏
導
要
書
』
が
川
と
江
を
明
瞭
に
区
別
し
、
と
り
わ
け
川
を
主
体
と
し
た
項
目
選
定
、
記
述



に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
川
こ
そ
が
為
政
者
の
視
座
に
あ
っ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

(
二
一
)
そ
の
立
場
は
ま
た
、
海
面
干
拓
の
絶
え
ま
な
い
伸
展
に
対
し
て
、
批
判
的
な
見
解
と
し
て
も
顕
示
さ
れ
て
い
る
。
筑
後
川
河
口
の

大
詫
間
で
佐
賀
・
柳
河
両
藩
の
農
民
が
こ
ぞ
っ
て
干
潟
に
新
地
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

川
筋
ノ
水
吐
只
様
遠
グ
今
ニ
テ
サ
ヘ
ア
ル
ニ
後
年
ニ
至
リ
水
害
弥
強
ク
相
成
事
ト
思
ル
ル
ナ
リ
(
上
巻
・
千
年
川
)

と
、
上
流
の
治
水
の
観
点
か
ら
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。

(
四
)
筑
後
川
と
そ
の
他
の
河
川
で
は
、
記
述
の
重
点
箇
所
が
大
き
く
異
な
る
。
筑
後
川
で
は
治
水
、
そ
れ
も
潮
の
干
満
の
影
響
を
強
く

『疏導要書』にみる佐賀藩の治水と利水

受
け
な
が
ら
、
流
入
す
る
支
流
と
の
合
流
点
近
く
で
発
生
す
る
破
堤
や
湛
水
被
害
に
重
点
が
あ
り
、
そ
れ
を
い
か
に
軽
減
す
る
か
と
い
う

、
、
、
、

側
面
か
ら
シ
ツ
ヌ
キ
|
排
水
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

ハ
五
)
筑
後
川
以
外
の
河
川
は
、
も
と
も
と
河
口
ま
で
は
「
川
」
が
い
か
ず
に
「
江
」
と
な
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
嘉
瀬
川
は
上
流
か
ら

の
大
量
の
土
砂
が
途
中
で
と
ど
ま
っ
て
し
ま
い
、
グ
巻
出
し
d

が
生
じ
る
。
そ
れ
は
水
の
疎
通
を
悪
く
し
て
用
水
の
不
足
や
洪
水
を
招
来
し
、

通
船
が
不
可
能
に
な
り
、

田
地
を
荒
廃
さ
せ
る
。
そ
の
グ
巻
出
し
d

の
除
去
を
川
凌
え
の
励
行
の
み
な
ら
ず
、
石
井
樋
の
改
変
に
よ
っ
て

可
能
に
す
る
具
体
策
を
提
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
江
の
直
江
工
事
を
疎
通
の
良
好
化
と
い
う
点
で
は
同
じ
視
点
に
立
つ
。

(
六
〉
中
小
河
川
や
た
め
池
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
状
況
に
よ
っ
て
か
か
え
る
問
題
は
様
々
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
利
水
的
な
内
容
や

情
報
が
大
半
を
占
め
る
。
長
恒
は
そ
れ
ら
を
決
し
て
画
一
的
、
強
圧
的
手
段
で
改
良
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
個
別

的
な
吟
味
と
、
そ
れ
に
応
じ
た
土
木
技
術
の
使
用
を
奨
励
す
る
。
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潟
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潟
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ヘ
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(
下
巻
・
土
木
普
請
技
術
)
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の
も
つ
対
応
の
柔
軌
性
が
、
本
書
の
随
所
に
み
ら
れ
る
。

(
七
)
一
八
世
紀
以
降
、
農
業
技
術
知
識
が
農
書
と
い
う
形
で
農
民
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
の
に
対
し
、
治
水
技
術
は
農
民
を
支
配
す
る

役
人
の
知
識
と
て
そ
の
内
容
を
伝
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
が
ハ
号
、
そ
の
技
術
の
地
域
性
は
上
方
流
、

関
東
流
、

紀
州
流
な
ど
の
幕
府

の
流
派
の
問
題
と
し
て
概
念
的
・
固
定
的
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
『
疏
導
要
書
』
に
は
領
内
は
も
ち
ろ
ん
上
方
地
方
に

ま
で
及
ぶ
見
聞
を
も
と
に
し
た
、
き
わ
め
て
具
体
的
な
諸
事
実
が
知
識
体
系
の
体
躯
を
な
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
、
こ
の
書
を
異
彩
を

放
つ
も
の
に
し
て
い
る
。
し
か
も
他
領
の
事
例
は
あ
く
ま
で
も
佐
賀
藩
の
事
例
と
の
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、

街
学
的
な
博
引
芳
証
で
は
な
く
、
興
味
深
い
。
本
稿
の
考
察
は
、
こ
れ
か
ら
筆
者
が
今
後
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
考
え
る
佐
賀
平
野
の
水

利
シ
ス
テ
ム
の
実
証
的
調
査
の
序
説
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
意
義
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
今
後
、
各
方
面
か
ら
の
ご

教
示
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

付

言己

本
稿
の
調
査
に
は
文
部
省
科
学
研
究
費
昭
和
五
八
年
度
奨
励
研
究
(
課
題
番
号
五
八
七
八

O
二
二
一
二
)
と
昭
和
六

0
年
度
一
般
研
究
A
(
代
表
者
小

林
健
太
郎
、
課
題
番
号
五
九
四
一

O
O
二
ハ
)
を
使
用
し
た
。
ま
た
、
文
献
資
料
閲
覧
で
お
世
話
に
な
っ
た
佐
賀
県
立
図
書
館
、
多
久
歴
史
民
俗
資
料

館
・
佐
賀
土
地
改
良
区
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

i主

(
1
)

地
方
書
の
な
か
で
頂
点
の
水
準
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
『
地
方
凡
例
録
』
(
一
七
九
四
)
で
は
、
全
十
一
巻
の
う
ち
の
巻
之
九
上
下
を
す
べ
て
土

木
普
請
に
あ
て
て
い
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
各
種
の
堤
防
・
水
制
・
用
水
施
設
の
解
説
と
普
請
の
際
の
材
料
・
人
夫
等
の
見
積
計
算
例
を
あ
げ
た



も
の
で
あ
る
。
各
種
土
木
施
設
の
地
域
差
に
つ
い
て
も
、
泥
川
・
砂
川
な
ど
の
形
状
の
違
い
や
地
方
差
と
し
て
か
な
り
全
国
的
な
範
囲
で
指
摘
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
全
体
の
論
調
は
総
論
的
な
色
彩
が
強
い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
ほ
か
『
地
方
落
穂
集
』
、
『
民
間
省
要
』
、
『
地
方
大
概

集
』
な
ど
の
地
方
書
も
、
著
書
全
体
に
お
け
る
分
量
の
割
き
方
や
内
容
は
大
同
小
異
で
あ
る
。

(
2
)

こ
こ
で
い
う
地
誌
と
は
、
位
置
、
気
候
、
人
口
、
産
業
な
ど
の
各
種
項
目
に
つ
い
て
、
一
定
の
意
味
あ
る
叙
述
順
序
で
記
載
す
る
狭
義
の
地
誌

で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
私
が
あ
え
て
地
誌
と
い
う
所
以
は
、
地
誌
と
し
て
の
最
低
限
の
必
要
事
項
で
あ
る
位
置
の
記
述
が
ほ
ぼ
完
全
に
充

足
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
の
網
羅
性
を
備
え
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

(
3
)

成
富
兵
庫
は
名
を
茂
安
と
も
い
い
、
永
禄
三
年
(
一
五
六

O
)
肥
前
国
佐
嘉
郡
益
田
村
(
現
、
佐
賀
市
増
田
)
に
生
ま
れ
た
。
戦
国
大
名
竜
造

寺
氏
の
武
将
と
な
っ
た
の
ち
、
鍋
島
直
茂
・
勝
茂
父
子
に
仕
え
た
。
民
政
に
力
を
注
い
で
藩
内
各
地
に
事
蹟
を
残
し
た
の
は
、
初
代
藩
主
勝
茂
の

支
配
権
が
確
立
し
た
慶
長
一
二
年
ご
六

O
七
)
以
降
で
あ
り
、
伝
承
的
な
も
の
ま
で
含
め
る
と
寛
永
一

O
年
ご
六
三
四
)
の
死
ぬ
直
前
ま
で

一二

O
以
上
の
用
水
・
新
田
・
土
木
工
事
や
植
林
な
ど
を
企
画
実
行
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
兵
庫
を
記
し
た
直
接
的
な
史
料
と
し
て

は
、
多
分
に
脚
色
の
あ
る
「
成
宮
家
譜
」
や
、
わ
ず
か
の
「
成
宮
家
文
書
」
(
『
佐
賀
県
史
料
集
成
古
文
書
編
ニ

O
』
)
な
ど
に
散
見
さ
れ
る
だ
け

で
あ
り
、
す
で
に
明
治
期
か
ら
、
す
べ
て
の
事
業
を
茂
安
の
事
蹟
と
す
る
こ
と
に
は
疑
問
を
は
さ
む
見
解
が
存
在
す
る
。
た
だ
茂
安
の
活
躍
し
た

時
代
に
領
内
の
農
業
基
盤
を
確
立
す
る
諸
工
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
、
彼
を
顕
彰
す
る
兵
庫
祭
が
近
世
期
に
各
地
で
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
影
響
力
は
絶
大
な
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
明
治
以
後
も
顕
著
に
み
ら
れ
、
石
井
樋
(
後
述
)
に
あ
る

久
米
邦
武
の
記
し
た
明
治
二
四
年
(
一
八
九
一
)
の
顕
彰
碑
を
は
じ
め
と
し
て
、
真
田
ニ
松
『
偉
人
成
富
兵
庫
伝
』
秀
栄
舎
ご
九
一
七
三
『
肥

前
史
談
』
七
l
九
二
九
三
四
)
の
「
成
富
茂
安
公
三
百
年
祭
記
念
号
」
な
ど
が
戦
前
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
近
年
の
江
口
辰
五
郎
『
佐
賀

平
野
の
水
と
土
|
成
宮
兵
庫
の
水
利
事
業
』
新
評
社
(
一
九
七
七
)
は
、
『
新
郷
土
』
(
一
九
六
六

t
七
)
に
連
載
さ
れ
た
宮
地
米
蔵
の
「
成
富
兵

庫
覚
え
書
(
一

)t(十
一
)
」
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
、
技
術
史
的
観
点
を
加
味
し
た
好
著
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
『
疏
導
要
書
』
は
茂
安
の
事
蹟

紹
介
の
た
め
に
し
か
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。

(
4
)

久
米
邦
武
『
鍋
島
直
正
公
伝
』
、
一
九
ニ

O
、
一
巻
二
六
六
頁
、
二
巻
七

O
頁
・
三
九
三
頁
、
一
ニ
巻
二
三
五
頁
な
ど
。

(
5
)

第
二
回
先
覚
者
小
伝
(
『
肥
前
史
談
』
三

l
一
一
)
、
一
九
四

O
、
の
南
部
長
恒
の
項
。

(
6
)

山
間
竜
雄
「
郷
鏡
・
解
題
」
(
『
日
本
農
書
全
集
一
一
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
七
九
)

(
7
)

前
掲
(
5
)
。
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(
8
)

古
賀
穀
堂
こ
七
七
八

t
一
八
一
二
六
)
は
江
戸
時
代
の
儒
者
、
寛
政
の
三
博
土
と
い
わ
れ
た
昌
平
費
教
授
、
古
賀
精
壁
の
長
男
で
、
江
戸
に
で

て
父
の
家
塾
に
学
ん
だ
あ
と
、
父
が
設
立
し
た
弘
道
館
の
教
授
と
な
る
。
文
政
二
年
(
一
八
一
九
)
に
鍋
島
直
正
の
教
育
係
と
な
り
一
一
一
一
年
間
指

導
し
た
の
ち
、
天
保
元
年
こ
八
三

O
)
直
正
が
藩
主
と
な
る
と
年
寄
役
と
し
て
藩
政
に
参
画
し
た
。
佐
賀
落
に
お
け
る
当
代
き
つ
て
の
知
識
人

で
あ
り
、
政
治
的
に
も
強
い
影
響
力
を
も
っ
た
。

(
9
)

海
岸
線
に
関
し
て
は
野
間
晴
雄
「
有
明
海
の
干
拓
」
(
藤
岡
謙
二
郎
編
『
講
座
考
古
地
理
学
・
第
四
巻
村
落
と
開
発
』
学
生
社
、
一
九
八
五
)
、

二
八
八
|
二
八
九
一
貝
を
参
照
し
た
。

(m)
七
八
ヶ
年
以
前
久
留
米
領
へ
相
ヒ
談
シ
シ
ツ
ヌ
キ
ト
云
悪
水
吐
ノ
石
井
樋
ヲ
三
所
八
井
樋
イ
ツ
レ
モ
五
尺
二
ハ
尺
V
仕
部
同
僚
ノ
地
面
ヲ
買
取

リ
テ
新
一
一
水
道
ヲ
掘
抜
右
ノ
悪
水
ヲ
大
河
-
一
打
出
ス
様
一
一
計
ヒ
シ
ヨ
リ
筑
前
ノ
地
面
ハ
恩
ノ
外
-
一
耕
作
出
来
ル
事
-
一
成
リ
至
極
弁
利
ノ
由
ナ
レ
ト

モ
此
石
井
樋
ヨ
リ
川
下
ノ
所
右
ノ
悪
水
一
一
テ
殊
ノ
外
難
儀
イ
タ
ス
様
ニ
相
成
(
『
疏
導
要
書
』
上
巻
・
千
年
川
)

(
日
)
佐
藤
信
淵
は
「
論
筑
後
河
水
害
」
で
千
栗
土
居
の
こ
と
を
大
藩
が
小
落
を
力
で
押
え
込
む
「
人
作
の
一
害
」
で
、
「
天
造
の
二
害
よ
り
大
な
る

と
言
え
る
の
は
是
な
り
」
と
論
破
し
て
い
る
(
『
佐
藤
信
淵
家
全
集
下
巻
』
、
一
九
四

O
)

(
ロ
)
多
国
文
男
・
三
井
嘉
都
夫
・
大
矢
雅
彦
・
岡
崎
敬
・
甲
木
清
「
有
明
海
北
岸
低
地
に
お
け
る
水
害
防
止
に
関
す
る
研
究
(
最
終
報
告
)
一
、
地

理
学
的
研
究
」
(
『
防
災
科
学
技
術
研
究
所
報
告
』
二
ハ
、
一
九
六
九
)

(
日
)
小
出
博
『
日
本
の
河
川
研
究
|
地
域
性
と
個
別
性
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
、
二
七
九

1
二
八
三
頁
。

(
U
H
)

ク
リ
ー
ク
の
泥
土
揚
げ
に
つ
い
て
は
、
山
田
竜
雄
『
九
州
農
業
史
研
究
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
七
九
、
二
三
七

1
二
四
二
頁
。

(
日
)
『
疏
導
要
書
』
上
巻
の
多
布
施
川
の
項
。

(
時
)
石
井
樋
は
狭
義
に
は
多
布
施
川
を
分
け
る
石
間
を
さ
す
が
、
通
常
は
施
設
全
体
を
さ
す
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
嘉
瀬
川
に
直
角
に
機

築
さ
れ
た
戸
立
・
野
越
を
大
井
手
と
呼
ん
で
い
る
。

(
げ
)
前
掲
(
臼
)
一
一
一

O
四
i
一ニ

O
七
頁
。

(
四
)
九
州
農
政
局
嘉
瀬
川
農
業
水
利
史
編
集
委
員
会
『
嘉
瀬
川
農
業
水
利
史
』
一
九
七
一
二
、
一
一
四
頁
。

(
問
団
)
喜
多
村
俊
夫
「
土
木
技
術
」
(
児
玉
幸
多
編
『
産
業
史

E
』
山
川
出
版
社
、
一
九
六
五
、
二
一
五

i
一
二
七
頁
。

(
却
)
た
と
え
ば
新
潟
平
野
の
囲
堤
に
つ
い
て
は
、
野
間
晴
雄
「
蒲
原
平
野
に
お
け
る
小
農
の
湿
国
農
耕
技
術
|
西
蒲
原
郡
遠
藤
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
か
ら

l
h
奈
良
大
学
紀
要
九
、
一
九
七
九
、
飛
田
雅
孝
「
近
世
越
後
の
開
発
に
つ
い
て
」
『
歴
史
地
理
学
』
一
一
一

O
、
一
九
八
三
、
九
頭
竜
川
に
つ
い
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て
は
、
伊
藤
安
男
「
九
頭
竜
川
の
囲
堤
集
落
」
(
『
藤
岡
謙
二
郎
先
生
退
官
記
念
事
業
会
編
『
歴
史
地
理
研
究
と
都
市
研
究
・
上
巻
』
大
明
堂
、
一

九
七
八
)
、
奈
良
盆
地
内
の
内
水
害
に
対
す
る
水
受
土
居
に
つ
い
て
は
、
梅
原
秀
治
「
大
和
盆
地
の
請
堤
の
分
布
に
つ
い
て
」
『
地
理
学
評
論
』
二

五
|
七
、
一
九
六
二
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

(
幻
)
佐
賀
江
の
ア
オ
取
水
や
水
利
体
系
、
北
か
ら
の
押
し
寄
せ
水
に
対
し
て
の
治
水
(
佐
賀
江
に
は
東
西
に
蛇
行
す
る
江
の
北
側
に
は
堤
防
が
築
か

れ
て
い
な
い
)
な
ど
に
関
し
て
は
、
宮
地
米
蔵
「
筑
後
川
下
流
平
野
の
水
利
慣
行
』
九
州
農
政
局
、
一
九
六
五
、
や
同
「
成
富
兵
庫
覚
書
」
(
『
新

郷
土
』
一
九
六
七
年
五
月
号
)
四
一
四
六
頁
に
詳
し
い
。

(
沼
)
直
江
工
事
に
よ
っ
て
旧
来
の
江
湖
の
曲
流
部
は
と
り
残
さ
れ
「
古
江
湖
」
と
な
る
。
ま
た
潮
持
が
悪
化
し
て
、
舟
運
の
遡
航
距
離
が
短
か
く
な

り
、
内
陸
河
港
が
衰
退
し
た
事
例
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
(
嘉
瀬
津
が
そ
の
典
型
)
。
し
か
し
そ
れ
に
対
す
る
長
恒
の
否
定
的
批
判
的
見
解
は
示
さ

れ
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
河
水
の
疎
通
の
改
良
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

(
お
〉
第
二
次
大
戦
後
は
地
下
水
揚
水
が
主
要
水
源
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
た
め
池
潅
減
の
水
不
足
を
補
う
た
め
、
冬
季
に
田
を
人
為
的

に
湛
水
状
態
に
し
て
春
の
仕
付
水
に
備
え
た
り
、
裏
作
を
高
畝
栽
培
す
る
な
ど
特
殊
な
慣
行
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
九
州
農
政
局

『
六
角
川
流
域
の
農
業
構
造
』
一
九
六

O
に
詳
し
い
。

(
剖
)
城
島
正
祥
『
佐
賀
藩
地
方
財
政
制
度
史
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
三
、
一
二
五
頁
。

(
お
)
八
木
宏
典
『
水
田
農
業
発
展
の
論
理
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
八
一
二
、
二
四

O
頁。

(
お
)
喜
多
村
俊
夫
「
江
戸
時
代
地
方
書
に
み
る
治
水
技
術
の
地
域
性
」
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
町
、
一
九
七
二
、
一
二
五
一
良
。

(
幻
)
古
島
敏
雄
「
治
水
技
術
の
地
域
性
」
(
古
島
敏
雄
・
安
芸
佼
一
一
編
『
近
世
科
学
思
想
(
上
)
』
岩
波
書
宿
、
一
九
七
二
)
四
五
四
頁
、
四
七
一
ニ
ー
ー

四
七
五
頁
。
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